
Ｈ29.4.17市民と議員の合同研修アンケート集計結果(市民）

１　回答者性別

男性　　 　12名

女性　　　　 8名

合計　　 　20名

２　年齢

３　今回の研修はどこでお知りになりましたか

４　第１部　基調講演「議会基本条例を真の自画像とするために（土山教授）」について

よく分かった 市民向けに言葉を選び丁寧にお話しいただけわかりやすかった。

当たり前のことであり、一般的に当たり前のことが認知されてない。個人も意識して
いない。だから政治貧困の国となる。

わかりやすい説明

まあ分かった 内容は良かったが、もう少しゆっくり話をしてほしかった。

具体的内容でわかりやすかった。

議会と行政側の基本的なあり方の説明は常識の範囲内であるが、市民の皆さんに
再確認してもらうにはよかった。

この会場は初めての雰囲気にそわそわ。でもよい体験になりました。

分からないことがあった まだまだ初参加のために理解できませんが、市民である私自身、もっと積極的にこ
のような機会に参加したい。

未選択 先生の声が高いのでもう少しゆっくり話していただけるとありがたいと思った。

2 

5 

5 

10代 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 

80代以上 

男性 

2 

1 

5 

10代 

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 

80代以上 

女性 

8 

1 

6 

6 

広報せと 

議会だより 

議員からの紹介 

友人からの紹介 

せとまちラジオ 

市政情報コーナーのチラシ 

その他 

よく分かっ

た, 9 
まあ分かっ

た, 8 

分からないこ

とがあった, 1 

参加者数     ２８名 

       男性 １７名 

       女性 １１名 
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５　第２部　パネルディスカッション「市民に信頼される市議会を目指して」について

市民のために心底、努力してみえることが感じられた。

②円卓会議の一員として参加し、課題の共有を実感することができましたか。

議員一人では線香花火、議会でまとまったら打ち上げ花火、との表現があり、市民としての役割を自覚しまし
た。

①目黒議長（会津若松市）、川上元議長（可児市）、瀬戸市議員のパネルディスカッションの中で印象
に残ったことはありましたか。

実績に基づいた話で参考になった。

市民からの提言が議会と現場（市職員）との間で職員不足から提言できないことが多く、問題が出てきているの
ではないか。それが重要だと思う。

可児市の”怠け者の楽園”からの脱出とどこも同じような議会が多い印象がある。

民意を反映していただきたい。

基本条例の前文の一番最初に出てくる「二元代表制」について、川上元議長が言われたことは印象的だった。
条例の用語解説にも「車の両輪として」という言葉がでてくるが、両輪が別々の方向へいこうとしたら、車は進め
なくなると思っていました。具体的に教習所のイメージで、助手席にもブレーキがあり、アクセルを踏む市長に対
して、議会がブレーキを踏む【極端に正反対なことをすれば、車は壊れます）ことこそが、二元代表制なんだと。
ハンドル操作に横から関与することもそうなのだろうと思います。その関与するもととなるのが、市民や団体から
の意見・要望であり、意見・要望を高めるために、議員間討議・熟議がされることでしょう。大いに期待していま
す。

具体的で分かりやすかった。

遠～い存在であった「議会」がうんと身近になりました。ありがとうございました。

責任感

川上元議長の取り組み・考え方

市民との意見交換で、どう政策立案し、提言し、どう予算等へ反映していくのか、考える点が多かったです。

ナマケモノの楽園からの脱出

具体的な話でよかった

市民の声（請願）等の処理の受け取り方

議員が本気になって活動すれば、未来を創れる。
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６　意見・感想を自由に記入

議員は民間企業での取締役会、監査役としての役割。株主としての市民の意見を反映することに熟慮を。

議会基本条例を制定されたことについて感謝。
議会としても制定だけでなく、今後活用されることを期待。ただ、条例の中にも市民の意見をとあるが、市民自
身が自己責任やルールを守れていないケースも多くあると思う。市民の知識・意識にもよりますが、個人の要望
とならないよう注意していきたい。
できれば直接議会に意見をあげるのではなく、それぞれの地域や市民団体の中で十分な熟議を重ねていき、
その上で議会への意見として議論していくことが望ましいと考えている。
瀬戸市議会と行政、市民が協働し、子どもたちのために瀬戸の明るい未来社会を願っています。本日は貴重な
場をありがとうございます。

「市民の声を議会の声とする。」印象に残りました。
「市民一人ひとりを幸せにする」を基本として、各自の立場で、怠けることなくはたらきを示す。
「どうせ決めても～」とならないように今後も関心を持っていきたい。

市民の意識向上が課題。
無関心をなくす努力（市民・議会　両方）

大変良い場に参加し勉強になった。またぜひ参加したい。

市民（参加者）の意見を聞く（語る）時間を取ってほしかった。
会津・可児市の先行事例は参考になった。

基本条例を定めたのですが、詳細な付託を付けるところは追加してほしい。

政務活動費に関して、前払い制はやめ、議員が何を研究・調査をするための費用資産を提出し、その領収書の
チェックは事務局だけでせず、一般市民から選ぶ又は自選の方々で行ってから支出をする。
この意見は多くの方から寄せられている。
特別職の報酬等の値上げ、提案は諮問委員会からのであるが、種々の職業の方々の中から選んでほしい。
瀬戸市の発展のために行政、議会が全力で命をかけての夢の持てるまちづくりを具体的に提示し遂行してくだ
さい。
市民に知らせるための方法を多面的に情報を出してください。議員も支援者の多くに知らせてほしい。

今まで議員の意識レベルが低かった！もっともっと多方面のことを学び、天職として勤めることが重要。他の仕
事と兼務するような議員であってはならないと思う。
市民が無関心すぎることもある。（政治・議員・議会について）
市民の意識レベルを上げることも議員・議会の責務。
基本条例を作っただけにせず、本気になって条例に基づいて行動すべき。
座学だけでなく、体験、行動で身に着けなければならない。

成功した方の話は説得力があった。

何度か参加したいと思う。


